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栃木市社会福祉協議会事業報告 
（自 平成２８年４月１日 至 平成２９年３月３１日） 

 

 平成２８年度は、前年度に引き続き本会発展強化計画の策定に取り組み、今後の事務事業

を見直すとともに、本会が目指すべき、推進していくべき事業についての計画化を図った。 

新規事業としては、認知症の高齢者や障がい者等判断能力が十分でない方への支援を目的

とした「栃木市成年後見サポートセンター」を開設。また、高齢男性の自立支援や社会参加

のきっかけづくりを目的とした料理教室を開催するなど、市民に対する生活支援の幅を拡げ

た。 

また、介護保険事業においては、効率かつ効果的な運営を図るため、平成２９年度に向け

て事業所を統廃合させるとともに、組織運営においては、社会福祉法改正に関連した定款及

び諸規程の整備を図るなど、新たな体制作りに努めた。 

  

１ 法人の運営 

（１）理事会、評議員会の開催（総務課） 

① 第１回理事会及び第１回評議員会 

日 時 （理事会） 平成２８年５月３０日（月）午前１０時 

    （評議員会）平成２８年５月３１日（火）午前１０時 

場 所  栃木保健福祉センター 

議 事 

１）会長の専決処分事項の承認について（平成２７年度資金収支計算書補正予算

（第５号、第６号）） 

２）社会福祉法人栃木市社会福祉協議会「デイサービス福寿園」運営規程の一部

改正について 

３）平成２８年度資金収支補正予算（第１号）について 

４）評議員の委嘱について（理事会のみ） 

５）理事の選任について（評議員会のみ） 

６）平成２７年度事業報告の認定（承認）について 

７）平成２７年度収入支出決算の認定（承認）について 

② 第２回理事会及び第２回評議員会 

日 時 （理事会） 平成２８年９月２７日（火）午前１０時 

    （評議員会）平成２８年１０月３日（月）午前１０時 

場 所  栃木保健福祉センター 

議 事 

１）栃木市社協介護保険事業強化計画の評価について 

２）平成２８年度資金収支補正予算（第２号）について 
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３）経理規程の一部改正について（理事会のみ） 

③ 第３回理事会及び第３回評議員会 

日 時 （理事会） 平成２８年１２月１６日（金）午前１０時 

    （評議員会）平成２８年１２月２１日（水）午前１０時 

場 所  栃木保健福祉センター 

議 事 

１）栃木市地域福祉活動計画の評価について 

２）組織見直し検討委員会の検討内容について 

３）平成２８年度資金収支補正予算（第３号）について 

４）定款の一部変更について 

５）定款変更認可申請における新定款の軽微な修正について 

６）定款施行細則の一部改正について（理事会のみ） 

７）評議員選任・解任委員会運営細則の制定について（理事会のみ） 

８）評議員選任・解任委員会委員の選任について（理事会のみ） 

９）育児介護休業等に関する規程の一部改正について 

10）評議員選任候補者の推薦について（理事会のみ） 

④ 第４回理事会及び第４回評議員会 

日 時 （理事会） 平成２９年３月２８日（火）午前１０時 

    （評議員会）平成２９年３月２９日（水）午前１０時 

場 所  栃木保健福祉センター 

議 事 

１）会長の専決処分事項の承認について（平成２８年度資金収支計算書補正予算

（第４号）） 

２）介護保険等事業所の統廃合について 

３）介護保険事業所等運営規程の一部改正について 

４）社会福祉法人栃木市社会福祉協議会事務局規程の一部改正について 

５）社会福祉法人栃木市社会福祉協議会会員規程の一部改正について 

６）社会福祉法人栃木市社会福祉協議会役員の報酬等に関する規程の一部改正に

ついて 

７）社会福祉法人栃木市社会福祉協議会経理規程の一部改正について（理事会の

み） 

８）社会福祉金庫貸付金及び高額療養費貸付金徴収不能欠損について 

９）栃木市社会福祉協議会発展強化計画原案について 

10）平成２９年度事業計画（案）について 

11）平成２９年度資金収支予算（案）について 

12）施設長等の任命について（理事会のみ） 

13）役員の選任について（評議員会のみ） 
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⑤ 監査の執行 

日 時  平成２８年５月１９日（木）午後１時３０分 

場 所  栃木保健福祉センター 

内 容  平成２７年度事業報告、収支決算について 

 

（２）社協会員の募集（総務課、各支所） 

住民参加の促進と地域福祉の充実のため実施している「社協会員制度」について、自治会

や地区社会福祉協議会の協力を得て、次のような実績を上げた。（普通会費１口５００円、特

別会費１口３，０００円） 

① 普通会費 

地域 

区分 
栃木地域 大平地域 藤岡地域 都賀地域 西方地域 岩舟地域 合 計 

加入件数 17,721件 8,494件 4,453件 3,324件 1,681件 4,655件 40,328件 

加入口数 17,721口 8,494口 4,453口 3,324口 1,756口 4,655口 40,403口 

金  額 8,860,650円 4,247,000円 2,226,300円 1,662,000円 878,100円 2,327,610円 20,201,660円 

② 特別会費 

地域 

区分 
栃木地域 大平地域 藤岡地域 都賀地域 西方地域 岩舟地域 合 計 

加入件数 1,305件 48件 44件 44件 71件 74件 1,586件 

加入口数 1,414口 50口 55口 67口 72口 95口 1,753口 

金  額 4,246,000円 150,000円 168,000円 210,000円 218,000円 285,000円 5,277,000円 

 
（３）栃木市社会福祉協議会発展強化計画の策定（総務課） 

  本会発展強化計画策定委員会及び作業部会を開催し、現状の把握や課題を整理するとと

もに、各種事務事業の強化や見直しを図るための計画を策定した。 

① 策定委員会の開催 

開催日 協議内容 

平成２８年 ７月 ７日（木） 正副委員長再選、策定の概要、計画の内容 

９月２７日（火） 各事務事業の事業計画案、社協の理念、重点事業、職員の行動指針 

１２月 ８日（木） 計画素案 

２月１６日（木） 計画原案 

② 作業部会の開催 

開催日 協議内容 

平成２８年 ４月２２日（金） 職員アンケート調査の結果 

   ５月２７日（金） 社協の理念、重点事業、職員行動指針 

６月２４日（金） 職員の行動指針 

７月２２日（金） 職員の行動指針 

８月２６日（金） 各事務事業の事業計画案、職員行動指針 

１０月２８日（金） 計画素案 

 

（４）寄附金の受付（総務課） 

  本会運営資金の確保や住民参加による地域福祉の推進を図ることを目的に、各種寄附金

を受付けた。また、福祉基金の利息を地域福祉事業に活用した。 
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区 分 件 数 金 額 

福祉基金 １１０件 ２，２８１，２４３円 

マイクロバス ３６件   １９５，０００円 

一般物品 ２３件 － 

計 １６９件 ２，４７６，２４３円 

 

（５）職員研修の実施 

 ① 自主研修 

   本会職員を対象に、心肺蘇生やＡＥＤの使い方など、応急手当の方法を習得するため

に普通救命講座Ⅰを実施した。 

開催日  平成２８年７月２９日（金） 

場 所  大平地域福祉センター 

参加者  １８人 

 ② 外部研修 

   職員の資質向上を図るため、栃木県や栃木県社会福祉協議会などの外部の機関が実施

する研修会や講習会に職員が参加した。 

 

２ 地域福祉の推進 

（１）福祉の心の育みと地域の担い手づくり 

① 地域福祉への理解と関心を高める啓発促進 

ア 広報紙の発行やホームページの運用、フェイスブックの開設（地域支援課） 

    ふくぴーだよりの発行（年６回）やホームページ、フェイスブックを通じ、本会の

事務事業を始めとした福祉に関する情報を広く市民に提供した。 

イ マスコットキャラクターの活用（総務課） 

   本会の認知度を上げることを目的に、マスコットキャラクター「ふっくん・ぴーち

ゃん」を活用してイベントへの参加、貸出を行った。 

イベント参加 ３回    貸出件数  ８件 

実施日  活動場所 内  容 

平成２８年 ４月 ９日（土） 参加 栃木市内 とち介お誕生会 

平成２８年 ４月１０日（日） 貸出 栃木市都賀町 つがの里花彩祭2016「お宝探し大会」 

平成２８年 ７月１６日（土） 参加 栃木市内 とち介応援集会 

平成２８年 ７月３０日（土） 貸出 栃木市内 やまと５周年ありがとう祭 

平成２８年８月４・５日（木・金） 貸出 栃木市内 蔵の街高校生ボランティアスクール 

平成２８年 ８月 ６日（土） 貸出 栃木市岩舟町 認定こども園（しずわでら幼稚園）納涼祭 

平成２８年 ８月１１日（木） 貸出 栃木市岩舟町 サマーフェスタinいわふね2016 

平成２８年１０月 １日（土） 貸出 栃木市内 赤い羽根共同募金 街頭募金 

平成２８年１０月 １日（土） 参加 栃木市岩舟町 けやきの家秋祭り 

平成２８年１０月１３日（木） 貸出 栃木市岩舟町 親子ふれあいサロンミニ運動会 

平成２８年１１月 ５日（土） 貸出 栃木市都賀町 ビレッジ収穫祭2016 

ウ 福祉功労者等表彰式の開催（総務課） 

    永年福祉活動に携わっている方等、福祉の向上に功績のあった方への表彰状や感謝



5 

 

状の贈呈、記念講演を行い、福祉意識の更なる高揚と啓発に努めた。 

    開 催 日  平成２９年３月２８日（火） 

    場 所  栃木保健福祉センター 

    受 賞 者  民生委員児童委員   ４６人、社会福祉施設団体等  ３４人 

          ボランティア     １７人、優良団体       ４団体 

          大口寄付者      ５団体、永年寄付者   ３団体・１人 

          合 計  ９８人、１２団体 

    記念講演 「楽しく人生を送るために」 

    講  師  全国レクリエーション・コーディネーター・ネットワーク副会長 

一般社団法人 東京レクリエーション協会参与  飯田 弘 氏 

エ 「ふれあい交流事業ｉｎとちぎ」の実施（地域支援課） 

    障がいのある方もない方も一緒に交流することで、地域に住む人々が互いの理解を

深め、助けあいの気持ちを育むことを目的に、交流事業を実施した。 

    実施日  平成２８年１１月２６日（土） 

    場 所  学悠館高等学校（体育館） 

    内 容  チーム団結 ミニ運動会 

    参加者  ４７人（一般２２人、ボランティア１０人、講師６人、来賓２人、ス  

             タッフ７人） 

オ 栃木市民特別講座「まちぐるみで認知症高齢者を支える」の開催（地域支援課） 

市地域包括ケア推進課、栃木市特別養護老人ホーム・養護老人ホーム連絡協議会と

の共催で栃木市民特別講座「まちぐるみで認知症高齢者を支える」を開催し、認知症

高齢者を支える取り組みの事例や認知症に関する啓発を行った。 

    開催日  平成２８年９月１７日（土） 

    場 所  栃木市都賀文化会館 

    内 容  第１部 基調講演  

「認知症と向き合い、ともに歩むために」 

          汐田総合病院リハビリテーション科 部長 宮澤 由美 氏 

         第２部 シンポジウム（事例報告） 

「認知症と共に生きる」 

おれんじドア 代表 

認知症の人と家族の会 宮城県支部 会員 丹野 智文 氏 

         「認知症になっても、安心して暮らせるまちづくりをめざして」 

          日光市社会福祉協議会 今市支所長 大島 紀子 氏 

          にっこう認知症・若年性認知症の家族の会 水野 嘉子 氏 

    参加者  ３００人 

② 福祉教育・学習の推進 

ア 小・中学校福祉授業等への職員等の派遣や体験活動の受入れ（地域支援課、各支所） 
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市内小・中学校等からの手話や点字、高齢者疑似体験等、福祉やボランティア活動

に関する授業実施の相談に応じ、職員やボランティアグループ等の講師派遣、児童や

生徒の体験活動の受入れを行った。 

（職員やボランティアグループ等の派遣）３５件 

派遣日 派遣先学校名等 派遣の内容 

平成２８年 ６月１７日（金） 栃木中央小学校（４年生） 点字体験 

平成２８年 ６月２１日（火） 栃木中央小学校（４年生） 手話体験 

平成２８年 ６月２２日（水） 赤麻小学校（４年生） 傾聴ボランティア講話、傾聴のスキル体験 

平成２８年 ６月２４日（金） 大平南小学校（４年生） 車いす体験 

平成２８年 ６月２８日（火） 栃木第五小学校（４年生） 手話体験 

平成２８年 ６月２８日（火） 藤岡小学校（４年生） 高齢者疑似体験、車いす体験 

平成２８年 ６月２９日（水） 栃木中央小学校（４年生） 点字体験 

平成２８年 ７月 ４日（月） 栃木第五小学校（４年生） 点字体験 

平成２８年 ７月 ５日（火） 赤麻小学校（４年生） 高齢者疑似体験、車いす体験 

平成２８年 ７月 ５日（火） 栃木第五小学校（４年生） 点字体験 

平成２８年 ９月２９日（木） 大平中央小学校（４年生） 点字体験 

平成２８年 ９月３０日（金） 大平東小学校（４年生） 視覚障がい者と盲導犬についての講話 

平成２８年１０月 ３日（月） 大平東小学校（４年生） アイマスク・白杖体験・車いす体験 

平成２８年１０月１２日（水） 大平中央小学校（４年生） 車いす体験 

平成２８年１０月１４日（金） 大平南小学校（４年生） 点字体験 

平成２８年１０月２０日（木） 大平東小学校（４年生） 点字体験 

平成２８年１０月２０日（木） 大平南小学校（４年生） 手話体験 

平成２８年１０月２５日（火） 栃木第五小学校（４年生） 高齢者疑似体験 

平成２８年１０月２６日（水） 大平中央小学校（４年生） 手話体験 

平成２８年１０月２８日（金） 東陽中学校（１年生） 手話体験 

平成２８年１１月 １日（火） 大平東小学校（６年生） 高齢者疑似体験 

平成２８年１１月 ７日（月） 大平中央小学校（４年生） 高齢者疑似体験 

平成２８年１１月 ７日（月） 岩舟小学校（４年生） 手話体験、車いす体験 

平成２８年１１月１４日（月） 大平中央小学校（４年生） 高齢者疑似体験 

平成２８年１１月１８日（金） 大平中央小学校（４年生） アイマスク体験 

平成２８年１１月１８日（金） 真名子小学校（４年生） 高齢者疑似体験 

平成２８年１１月２５日（金） 大宮北小学校（４年生・保護者） 手話体験 

平成２８年１２月 ７日（水） 栃木第四小学校（４年生） 

当事者のお話（目の不自由な方、耳の不

自由な方、車いす利用者、外国の方、高

齢者、妊婦経験者） 

平成２８年１２月１２日（月） 栃木第四小学校（４年生） 
体験（アイマスク、手話、車いす、言葉

の違い、高齢者疑似、妊婦） 

平成２８年１２月１７日（土） 学悠館高校（全学年・卒業生） 手話体験 

平成２９年 １月２４日（火） 家中小学校（５年生） 車いす体験、アイマスク体験 

平成２９年 ２月 ９日（木） 小野寺南小学校（４年生） 障がいについて、車いす体験 

平成２９年 ２月 ７日（火） 西方中学校（１年生） アイマスク体験 

平成２９年 ２月１４日（火） 合戦場小学校（４年生） 視覚障がい者の方にお話しを聞こう 

平成２９年 ２月２８日（火） 西方中学校（１年生） 視覚障害者の生活についての講話 

（体験活動の受入れ）２件 

受入日 学校名等 体験活動の内容 

平成２８年７月２９日（金） 
大平西中学校（1年生1人） 

（職場見学会） 
介護体験、高齢者との交流 
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平成２８年５月１７日（火）、３１日（火） 
大平南中学校（２年生３人） 

（職場体験事業） 
介護体験、高齢者との交流 

 

イ 児童、生徒のための福祉講座の開催（地域支援課、各支所） 

夏休みを利用して、福祉やボランティア活動に対する子どもたちの理解と関心を高

めることを目的に、児童・生徒のための福祉講座を開催した。 

名 称 開催日 内 容 参加者 場 所 

とちぎ福祉教室

「ボランティアス

クール」（地域支

援課） 

７月２５日（月）

～２６日（火） 

（全２回） 

防災グッズ作り防災ゲーム

に挑戦、防災クッキング 

第１回：２８人 

第２回：２７人 

栃木保健福祉セ

ンター 

サマーボランティ

ア事業（大平支所） 

８月３日（水） 

～６日（土） 

（全４回） 

点字、朗読及びアイマス

ク、手話の体験 

第１回：２２人 

第２回：２４人 

第３回：２３人 

第４回：１９人 

ふるさとふれあ

い館他 

ボランティアスク

ール（藤岡支所） 

８月４（木） 

～５（金） 

（全２回） 

ヤクルト工場見学・科学館見

学・防災講話・福祉講話・非

常食体験 

第１回：７人 

第２回：８人 

ヤクルト茨城工

場・藤岡文化会

館 ・藤岡公民館 

サマーボランティ

アスクール（都賀

支所） 

８月２４日（水） 
避難所生活グッズを作ろう

(段ボール工作) 
１４人 

都賀支所多目的

ルーム 

サマーボランティ

ア体験（西方支所） 

８月１日（月）～

８月２日（火） 

（２日間） 

施設ボランティア活動体験 ８人 

デイサービス真

名子・ふれあいプ

ラザ・西方児童ク

ラブ 

サマーボランティ

アスクール（岩舟

支所） 

８月１２日（金）、

１７日（水）、２６

日（金） 

消防団体験、ＦＭくらら見

学、防災館見学、すぎのこ夏

祭り交流、福祉新聞づくり等 

第１回：２１人 

第２回：２３人 

第３回：１９人 

岩舟健康福祉セ

ンター遊楽々館、

すぎのこ 

ウ 蔵の街高校生ボランティアスクールの開催（地域支援課） 

    市内の公共施設、社会福祉施設などでのボランティア活動を通じて、高校生の地域

やまちづくりへの関心を高めることを目的にボランティアスクールを実施した。 

    開催日  平成２８年８月１日（月）～８月９日（火） 

    場 所  学悠館高校、市内各施設 

    内 容  施設見学、各施設でのボランティア体験、ボランティアカフェ 

    参加者  １５人 

    共 催  栃木県立学悠館高校校外活動センター、とちぎ市民活動推進センターく

らら、栃木市、栃木市教育委員会 

エ 福祉教育推進（モデル）事業の実施（地域支援課、各支所） 

    ボランティア活動等の体験を通して社会福祉への理解と関心を高め、社会参加や社

会連携の精神を養うとともに、地域社会・学校・家庭が連携して、地域に密着した福

祉教育の推進を図るため、市内小中学校及び高等学校が実施する福祉教育等の活動経

費に対して補助を行った。（幼保１１園、小学校２６校、中学校６校、高校４校） 

③ 市民同士の活動の促進 

  ア 公民館小規模改修、機器等整備事業（都賀支所） 

地域限定福祉基金を活用し、地域福祉の拠点となる公民館等整備のための補助を行
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った。（２団体） 

イ 福祉団体やボランティア団体の活動への補助、事業への協力（地域支援課、各支所） 

地域における福祉活動の推進を図るため、市内の福祉団体やボランティア団体の活

動に対する補助を行った。（６９団体） 

また、とちぎ蔵の街シニアクラブ連合会が実施しているスポーツ大会や、市身体障

害者スポーツ協会の体力回復トレーニング、市身障者スポーツ大会、榎本ふれあい交

流会等、職員派遣等の協力を行った。 

ウ 福祉団体の運営支援（福祉団体の事務局）（総務課、各支所） 

    福祉団体の運営を支援するため、地域の福祉団体の事務局を担った。 

課・支所名 団 体 名 

総務課 とちぎ蔵の街シニアクラブ連合会 

大平支所 
とちぎ蔵の街シニアクラブ連合会大平支部、栃木市身体障害者福祉会連合会大平支部、大平地

区社会福祉協議会 

藤岡支所 
とちぎ蔵の街シニアクラブ連合会藤岡支部、栃木市身体障害者福祉会連合会藤岡支部、栃木市

藤岡地域活動支援センター親の会、藤岡町給食ボランティアの会、藤岡地区社会福祉協議会 

都賀支所 

とちぎ蔵の街シニアクラブ連合会都賀支部、栃木市身体障害者福祉会連合会都賀支部、都賀町

心身障害児者父母の会、傾聴ボランティア「かたつむりの会」、都賀手話サークル「スマイル」、

都賀地区社会福祉協議会、いちごの郷・なかよし保護者会、読み聞かせボランティアなかよし 

西方支所 

とちぎ蔵の街シニアクラブ連合会西方支部、西方町知的障害者育成会、西方町介護者の会、西

方町ボランティア連絡協議会、一人暮らし高齢者の会、西方地区社会福祉協議会、西方地区社

会福祉協議会真名子支部 

岩舟支所 

とちぎ蔵の街シニアクラブ連合会岩舟支部、栃木地区シルバードライバークラブ岩舟支部、栃

木市身体障害者福祉会連合会岩舟支部、岩舟地区社会福祉協議会、岩舟町傾聴ボランティア「ぴ

ーちゃん」 

エ 福祉まつり等の開催、協力等（大平支所、藤岡支所、岩舟支所） 

福祉やボランティア活動に関する啓発活動、市民の交流を目的に、福祉まつりの開

催、地域の各種イベントに参加した。 

名 称 開催日 参加者 場 所 備考 

ふれあい健康

福祉まつり 

（大平支所） 

平成２８年 

５月２２日（日） 

ふるさとふれあい館利用者の作品

展示及び発表、福祉機器の展示、

移動動物園、自衛隊活動広報の紹

介、点字体験、模擬店 など 

ふるさとふれ

あい館、ゆう

ゆうプラザ 

 

藤岡ふくしま

つり 

（藤岡支所） 

平成２８年 

１０月１６日（日） 

30周年感謝状贈呈式・ふくしバザ

ー、園児によるアトラクション、車

椅子体験・人形劇・バルーンアー

ト、模擬店、五家英子歌謡ショ

ー、おはやしなど 

藤岡文化会館 

藤岡公民館 
 

健康福祉・環

境まつり 

（岩舟支所） 

平成２８年 

１０月１６日（日） 

子どもの遊び場、赤い羽根バルーン

配布、ミニゲーム、マスコットキャ

ラクター大集合、盲導犬デモンスト

レーション、スポーツ車いす体験、

ふくぴースタンプラリー、リフレッ

シュマッサージ体験、エコキャップ

アートなど 

岩舟健康福祉

センター遊

楽々館 

市岩舟総合支

所と合同で開

催 

オ 世代間交流事業の推進、実施（地域支援課、藤岡支所、都賀支所） 

児童と高齢者の世代間交流を推進するため、世代間交流事業を実施するシニアクラ

ブを募り、事業実施の補助を行った。（実施クラブ数３６クラブ） 
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  また藤岡支所、都賀支所では、小学生とその祖父母の世代間の交流を図ることを目

的に、下記事業を実施した。 

名 称 開催日 参加者 場 所 

そば打ち教室 平成２８年１２月１０日（土） ８組（１８人） 藤岡公民館 

手作りピザ教室 
①平成２９年 １月 ５日（木） 

②平成２９年 ３月２７日（月） 

①１１組（３１人） 

② ８組（２２人） 
藤岡保健福祉センター 

四海太巻き寿司作り 平成２９年 ３月 ３日（金） １２人 都賀支所 

カ 身体障がい者スポーツ教室の開催（藤岡支所、岩舟支所） 

    藤岡地域及び岩舟地域の障がい者の健康増進や生きがい活動を支援することを目的

に、スポーツ教室を開催した。 

地域 開催日 講 師 参加者 場 所 

藤岡地域 平成２８年６月１０日（金） 栃木県障害者スポーツ協会職員、栃

木県公認障害者指導者 

３７人 藤岡総合体育館 

岩舟地域 平成２８月６月３０日（木） ３７人 岩舟こなら館 

キ 福祉団体交流事業の実施（都賀支所） 

    福祉団体間の交流や連携強化を図るため、福祉団体の交流事業を実施した。 

事業名 開催日 内容 参加者 場 所 

福祉団体ふれあいの集い 

（都賀支所） 

平成２９年 

２月２５日（土） 

都賀地域福祉団体によ

る演芸大会 

約４３０人 

（２８団体） 

都賀文化会館（ハ

ートホール） 

ク マイクロバスの貸出（総務課） 

福祉団体等の活動を支援することを目的に、本会が所有するマイクロバスの貸し出

しを行った。 

貸出回数  ４９回 

④ 地域福祉を担う人材の育成 

ア 養成・体験講座等の開催 

１）手話奉仕員養成講座の開催（地域支援課） 

  聴覚に障がいのある方へ情報を手話で伝えるボランティアの養成と障がい者への理

解を深めることを目的に、手話奉仕員養成入門編の講座を開催した。 

   期 間  平成２８年５月１１日（水）から平成２９年３月１日（水）まで 

        毎週水曜日（全４０回） 

   場 所  栃木保健福祉センター 

   受講者  ２６人（昼の部１７人、夜の部９人） 

２）手話で遊ぼう（大平支所） 

   手話に興味のある方、基礎から学んでみたい方のきっかけづくり、聴覚障がい者へ

の理解、福祉の推進を図ることを目的に、手話教室を開催した。 

   開催日  ①平成２９年１月１４日（土） ②平成２９年１月２１日（土） 

   場 所  ふるさとふれあい館 

   受講者  ①２３人 ②１８人 

３）福祉講話の開催（藤岡支所） 

地域住民に「福祉」を身近に感じ、「福祉」に理解関心を深め、みんなで支え合う福

祉のまちづくり、だれもが安心して暮らせる地域づくりについての講話を開催した。 
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  開催日  平成２８年８月５日（金） 

場 所  藤岡文化会館 中ホール 

参加者  １４５人 

講 師  大貫 学人氏 

４）災害ボランティア養成講座～今わたしにできること～の開催（岩舟支所） 

    災害時における地域住民や各関係機関の対応、並びにボランティアに求められる役

割について学び、地域における防災活動への意識の高揚と技術を習得することを目的

に講座を開催した。 

開催日 内 容 講 師 受講者 場所 備考 

平成２９年 

２月５日（日） 

地域防災訓練内で

の炊き出し訓練 
本会職員 １１人 

岩舟健康福祉セ

ンター遊楽々館 

市主催の地域防災

訓練内で実施 

  ５）傾聴ボランティア養成講座の開催（地域支援課） 

傾聴ボランティアの更なる質の向上や相談活動に役立てることを目的に、傾聴ボラ

ンティアのスキルアップ研修会を開催した。 

    開催日  平成２８年６月２０日（月）、２７日（月）、７月４日（月） 

    場 所  栃木保健福祉センター 

    受講者  ２３人 

６）給食ボランティア講習会の開催（藤岡支所） 

    藤岡地域の給食ボランティアを対象に講習会等を開催した。 

  研修名 開催日 内 容 参加者 場所 

給食ボランティア日帰り

研修 

平成２８年 

９月 ２日（金） 
カゴメ工場見学 ２２人 那須塩原市  

料理講習会 
平成２８年 

１２月 ２日（金） 
お弁当に使える料理 ２０人 

藤岡保健福祉

センター 

給食ボランティア養成講

座 

①平成２９年 

２月２７日（月） 

高齢者の現況と食生活

について・献立作成・

調理実習 

１５人 
藤岡保健福祉

センター 
②平成２９年 

３月 ２日（木） 

食中毒の予防につい

て・調理実習 
１３人 

 

７）ふれあい弁当・調理配送ボランテイア交流会の開催（大平支所） 

  ふれあい弁当事業に携わる調理・配送ボランティアの交流及び親睦を図ることを目

的に交流会を開催した。 

  開催日  平成２８年１１月８日（火） 

  場 所  ゆかり工場見学等 

  受講者  ３９人 

８）笑いヨガ講座の開催（藤岡支所） 

   心と体で元気よくみんなで笑い、楽しくボランティア活動を行うためのきっかけと

することを目的に笑いヨガ講座を開催した。 

   期 間  平成２８年６月２８日から平成２９年２月２１日まで（全６回） 

   場 所  藤岡公民館 大広間 
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   参加者  延１３０人 

９）障がい者支援ボランティア養成講座の開催（岩舟支所） 

  地域での自立した生活を目指す障がい者が地域で安心して暮らせるノーマライゼー

ション社会の実現を目指すため、地域住民の理解を深め、ボランティア活動のきっか

けとなることを目的に開催した。 

    開催日  平成２８年１２月１７日～平成２９年２月１８日（全３回） 

    場 所  岩舟健康福祉センター遊楽々館、岩舟こなら館 

    参加者  延４４人 

イ 人権（介護）講演会の開催（地域支援課） 

人生の終わりを考えることによって、今をどう自分らしく生きていくかを考える前

向きな活動を「終活」と言いますが、その心構えを教えてもらい、自分を見つめ今を

よりよく生きることを目的とした講演会を開催した。 

    開催日  平成２９年１月１７日（火） 

    場 所  栃木保健福祉センター 

    演 題  終末期の心がまえ～「生まれてきてよかった、生きていてよかった」と

いえる人生を～ 

    講 師  栃木同宗連議長・佐野市曹洞宗種徳院住職 池亀 善紀 氏  

    参加者  ９０人 

  ウ 実習生の受入れ（地域支援課、大平支所、都賀支所） 

将来、社会福祉の専門職として活躍する人材育成の一助とするため、実習生の受入

れを行った。（受入延人数６２人） 

学校名等 実習期間（実習日数） 受入人数 担当部署 

栃木県県南高等看護専

門学院 
平成２８年４月１８日～１１月２２日（１０日間） 

２１人 大平支所 

２４人 地域支援課 

獨協医科大学付属看護

専門学校 
平成２８年６月１４日～ ９月２８日（ ３日間） ８人 都賀支所 

日本福祉大学 平成２８年７月１９日～ ８月２２日（２４日間） １人 地域支援課 

国学院大学栃木短期大

学 
平成２８年８月１７日～ ８月３１日（１１日間） ２人 地域支援課 

聖学院大学 平成２８年９月 １日～ ９月１６日（１１日間） １人 地域支援課 

宇都宮大学 平成２８年９月 ８日～１０月 ５日（１２日間） １人 地域支援課 

小山市社会福祉協議会 平成２８年６月１５日 ２人 地域支援課 

鹿沼市社会福祉協議会 平成２８年６月２２日 １人 地域支援課 

一般社団法人あったか

ネット「栃木市生活サポ

ーター養成講座」 

平成２９年２月２１日～ ２月２３日（２日間） ３人 大平支所 

平成２９年２月２１日～ ３月１８日（４日間） ６人 地域支援課 
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（２）みんなで支え合う福祉の輪づくり 

① 地域福祉活動計画の推進及び評価（地域支援課） 

地域福祉活動計画を円滑に推進することを目的に、行政とともに栃木市地域福祉計

画・地域福祉活動計画推進懇談会を開催し、平成２６年１０月から平成２８年３月まで

の期間における計画の評価を行った。 

開催日  平成２８年８月１９日（金） 

   場 所  市役所本庁舎 

   参加者  １２人 

② 地域における情報共有の促進 

ア 地区懇談会の開催（地域支援課） 

    地域におけるニーズの把握、生活福祉課題の明確化を進めるとともに、地域住民同

士の情報共有を促進するため、市内７地区において懇談会を開催した。 

地区社協名 開 催 日 課  題 参加人数 

都賀地区 平成２８年１０月２０日（木） 高齢者、障がい者、子育て世代等 １７人 

西方地区 平成２９年 ２月１７日（金） 子ども、環境等 ８人 

藤岡地区 平成２９年 ２月２３日（木） 高齢者、子ども、障がい者、災害等 ２６人 

第７地区 平成２９年 ３月 ６日（月） 高齢者、災害、ちょっとした活動等 １７人 

寺尾地区 平成２９年 ３月 ８日（水） 高齢者、ちょっとした活動等 ４８人 

岩舟地区 平成２９年 ３月１０日（金） 
岩舟地域のいいところ、岩舟地域がも

っとよくなるために必要なこと等 
３２人 

皆川地区 平成２９年 ３月１５日（水） 高齢者、ちょっとした活動等 ３１人 

イ 地区社会福祉協議会活動への補助や事務支援（地域支援課、各支所） 

地域の状況に応じた福祉活動（交流事業や見守り活動等）を推進している地区社会

福祉協議会の運営費及び事業費への補助、事業実施に係る相談への対応、事務支援を

行った。 

ウ 地区社会福祉協議会連絡会の開催（地域支援課） 

地区社会福祉協議会（１７地区）の組織強化や連携を深めることを目的に、地区社

会福祉協議会連絡会を開催した。 

開催日  平成２８年７月１２日（火） 

場 所  栃木保健福祉センター 

内 容  栃木市地域支え合い活動推進条例について 

エ 地区社会福祉協議会役員研修会の開催（地域支援課） 

地域の福祉課題の把握や共通認識、地区社会福祉協議会役員の一層の意識向上を図

ることを目的に、研修会を開催した。 

研修内容 実施日 参加者 場 所 

地域福祉活動計画について 平成２８年１０月１７日（月） ７２人 栃木保健福祉センター 

地区懇談会について 平成２８年１２月１９日（月） ９３人 栃木保健福祉センター 

あったかとちぎ体操の普及について 平成２９年 ２月１４日（火） ５０人 栃木保健福祉センター 

③ 相談体制の充実 

ア ボランティアの相談・登録（地域支援課、各支所） 

より多くの市民が気軽にボランティア活動へ参加できるようにするため、ボランテ
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ィアの発掘、育成等の基盤づくり、ボランティアに関する相談等を行った。 

   相談件数       ２００件 

   （内訳：活動希望者７０件、活動（協力）依頼１２９件、他１件） 

    登録数  個 人   ２２３人 

        団 体   １７８団体 

イ 心配ごと相談の実施（生活支援課、各支所） 

    民生委員児童委員を相談員として委嘱し、市民のあらゆる心配ごとに対する助言や

関係機関の紹介等を行った。 

    実施日・場所   毎月第１火曜日 栃木保健福祉センター 

             毎月第２火曜日 ふるさとふれあい館 

             毎月第３火曜日 藤岡公民館 

             毎月第４火曜日 栃木市社会福祉協議会都賀支所多目的ホール 

             毎月１８日   西方保健センター 

             毎月８日    岩舟健康福祉センター遊楽々館 

    時 間      午前９時３０分から午前１１時３０分（西方・岩舟以外） 

             午後１時から午後３時（西方保健センター） 

             午後１時３０分から午後３時３０分（岩舟健康福祉センター） 

    相談件数     １６件 

   （相談内訳） 

相談事項 件数 相談事項 件数 相談事項 件数 

生計 １件 人権・法律 １件 財産 ３件 

職業・生業 ３件 苦情 ２件 家族 ３件 

精神衛生 １件 その他 ２件   

ウ 法律相談の実施（大平支所） 

    法律問題に関する市民の相談に対し、専門家である弁護士が助言等を行った。 

    実施日・場所   毎月第１、第３火曜日 ふるさとふれあい館 

    時 間      午前９時から正午 

    相談件数     １０４件 

   （相談内訳） 

相談事項 件数 相談事項 件数 相談事項 件数 

不動産（土地等） １５件 金銭トラブル １２件 家族  ７件 

相続 ３０件 離婚 １９件 近隣トラブル １件 

事故 ２件 職業・生業 ６件 その他 １２件 

エ 栃木市地域包括支援センター運営協力業務の実施（総務課）※受託 

  職員５人（社会福祉士２人、介護支援専門員３人）が、栃木市地域包括支援セン 

ターの業務に従事した。 

オ 栃木市障がい児者相談支援センター事業の実施（総務課）※受託 

障がい者相談支援専門員として職員２人が、栃木市障がい児者相談支援センターの

業務に従事した。 
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④ 地域福祉活動拠点や市民同士の交流拠点の充実 

ア いきがいサロン事業の推進（地域支援課） 

一人暮らし高齢者等の引きこもり防止や生きがいづくりを目的に、いきがいサロン

事業を実施する地区社会福祉協議会等の団体、また個人宅を開放して事業を実施する

個人への補助を行った。（実施団体９団体、個人宅５か所） 

イ まなごサロンの実施（西方支所） 

    地域の一人暮らし高齢者等の引きこもり防止や生きがいづくりを目的に、デイサー

ビス真名子内の空き部屋を活用したサロン事業を実施した。 

実施回数      ４５回 

実利用者数      ８人 

延べ利用者数   ２７３人 

ウ 子育てサロン事業の推進（地域支援課） 

   子育て家庭の親子の交流や育児に関する情報交換、仲間づくりを行う場の提供など、

育児に対する不安の解消を目的に、子育てサロン事業を実施する地区社会福祉協議会

への補助を行った。（実施団体７団体） 

エ 親子ふれあいサロンの実施（地域支援課、岩舟支所） 

    自宅では体験できない遊びや他の参加者・スタッフとの交流により、子育ての不安

や悩みを話し合い、子育てを楽しみながら仲間づくりを図ることを目的にサロンを開

催した。 

場所 実施回数 実利用者数 延利用者数 

栃木  ３回 ３８人（親１８人、子２０人） ９０人（親４４人、子４６人） 

岩舟 １２回 １５５人（親７３人、子８２人） ９５１人（親４５７人、子４９４人） 

オ 障がい児子育てサロンの実施（地域支援課） 

    障がい児を持つ家庭が抱える子育ての相談や指導を行うとともに、保護者同士の情

報交換や親子の仲間づくりの場を提供することを目的に、キッズホームで障がい児子

育てサロンを実施した。 

   実施回数     ２４回 

   実参加者数   １８１人（大人１０４人、子ども７７人） 

   延べ利用者数  ６２６人（大人２９１人、子ども３３５人） 

    主な行事    遊園地散策、かき氷づくり、バーベキュー、療育研修会、 

お楽しみ会、音楽療法 

カ ボランティア保険への加入促進（地域支援課、各支所） 

ボランティア活動中のケガや賠償責任を補償するボランティア活動保険、また、ボ

ランティアグループや福祉団体の行事中の事故を補償するボランティア行事用保険の

受付を行った。 

 ボランティア活動保険 ボランティア行事用保険 

加入件数 団体：１０５団体（２，０６８人）、個人：９４人 ２６６件 
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キ エコキャップ等回収運動（収集ボランティア活動）の実施 

１）エコキャップ回収運動の実施（大平支所、藤岡支所、西方支所、岩舟支所） 

    ペットボトルキャップの収益金を世界の子ども達のためのワクチン購入に寄付する

エコキャップ回収運動を地域の方々の協力により実施した。 

  （回収量） 

大平支所 藤岡支所 西方支所 岩舟支所 合 計 

２７，５２０個 １２８，５７０個 ２０４，６８０個 ２７３，９１０個 ６３４，６８０個 

２）アルミ缶・プルタブ回収運動の実施（藤岡支所、西方支所） 

   藤岡支所は栃木市身体障害者福祉会連合会藤岡支部との協働でプルタブを５０ｋｇ、

西方支所はアルミ缶を８０ｋｇ回収し、その収益金を、藤岡支所は身体障害者福祉会

連合会藤岡支部が実施する障がい者関係の事業、西方支所は西方町ボランティア連絡

協議会が実施する福祉事業に活用した。 

３）入れ歯回収ボックスの設置（地域支援課） 

   入れ歯に含まれている貴金属のリサイクル収益金を、世界の恵まれない子ども達の

支援に活用していただくため、市役所本庁舎、栃木保健福祉センター、社会福祉協議

会各支所、各老人福祉センターにＮＰＯ法人日本入れ歯リサイクル協会の回収ボック

スを設置した。 

４）使用済み切手・テレフォンカード・書き損じはがき回収運動の実施（各支所） 

   日本社会福祉弘済会の空飛ぶ車いす支援事業やメイク・ア・ウィッシュ・オブ・ジ

ャパンなど、障がい者等支援のための資金となる使用済み切手やテレフォンカード、

書き損じはがきを、各支所で受け付けた。 

５）外国コイン回収運動の実施（岩舟支所） 

   日本で両替できないコインや紙幣を岩舟支所で受け付け、民間企業に依頼し海外に

輸送することでユニセフ活動を支援した。 

 

（３）だれもが安心して暮らせる地域づくり 

 ① 福祉サービスの推進 

  ア 子育て支援 

１）西方児童クラブ・真名子児童クラブ運営事業の実施（西方支所）※受託 

    放課後児童の健全育成と保護者の就労支援を目的に、西方児童クラブ・真名子児童

クラブ運営事業を実施した。 

 西方児童クラブ 真名子児童クラブ 計 

実 施 日 月曜日～土曜日 月曜日～土曜日  

開 設 日 数   ２９６日   ２９６日  

実 利 用 人 数    ６８人    １２人 ８０人 

延 利 用 人 数 ８，９５４人 １，５４６人 １０，５００人 
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２）ひとり親家庭日帰り研修事業の実施（岩舟支所） 

    親子のふれあいや当事者同士の親睦、また心身のリフレッシュを図るとともに明日

への活力を養うことを目的として事業を実施した。 

    実施日  平成２８年９月４日（日） 

    場 所  東京ディズニーランド 

    参加者  ３５人（大人１７人、子ども１８人） 

  ３）子育て支援講習会の開催（藤岡支所） 

    子育てがより楽しくなるコミュニケーションの育児法を学ぶとともに、母親（保護

者）同士の交流の場を設けることを目的に、ベビーサイン体験講座を開催した。 

    実施日  ①平成２８年５月１８日（水）、②９月２１日（水） 

    場 所  藤岡保健福祉センター 

    参加者  ①１２組、②１４組 

４）親子ふれあい教室の実施（藤岡支所、岩舟支所） 

親子で一緒に体験学習をすることで親子の絆を深め、思いやりの気持ちを育むこと

を目的に、親子ふれあい教室を開催した。 

事業名 開催日 参加者 場 所 備考 

藤岡 親子ふれあい教室 平成２８年７月２３日（土） ３１人 藤岡公民館  

岩舟「いわ

ふねチャレ

ンジ工房」 

陶芸教室 平成２８年８月 ６日（土） ２０人 小野寺公民館 

市役所岩

舟教育支

所と共催 

パステルアート教室 平成２８年８月 ７日（日） １２人 岩舟公民館 

レザークラフト教室 平成２８年８月２０日（土） ２４人 岩舟公民館 

レジンづくり教室 平成２８年８月２１日（土） １６人 岩舟公民館 

押花教室 平成２８年８月２７日（日） ２０人 岩舟公民館 

イ 高齢者支援 

１）住民参加型在宅福祉サービス事業の実施（地域支援課、各支所） 

    住民同士の助け合い活動を高齢者や障がい者等への在宅福祉サービスに結び付けた、

住民参加型の在宅福祉サービス事業を実施した。 

    協力会員登録者数   ６４人 

    利用会員登録者数   ３０人 

    派遣回数      ２５６回 

（内訳）  身の回りの軽度の世話 １１４回 

外出の付添い      １０回 

留守番        １２３回 

家事援助         ９回 

２）緊急ホームヘルパー派遣事業の実施（地域支援課、大平支所、藤岡支所、西方支所）※受託 

    介護保険の要支援・要介護認定非該当者で日常生活上の援助が必要な方を対象に、

生活支援を行う緊急ホームヘルパー派遣事業を実施した。 

    事業所 

区 分 
社協ヘルパーとちぎ 大平ヘルパーステーション 藤 岡 ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン 西 方 ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン 合 計 

実利用人数 ７人 ２人 － １人 １０人 

派遣回数 ２０３回 ８７回 － ３６回 ３１８回 

派遣時間 ２００．５ｈ ８１．５ｈ － ３６．０ｈ ３２４．８ｈ 
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３）熱中症対策事業の実施（都賀支所） 

   ヤクルト両毛販売店に委託し、高齢者の健康保持と安否確認を目的に、児童からの

手紙及び乳酸飲料を延べ８５２人分配布した。（７月、８月各１回） 

  ４）弁当宅配（給食）サービスの実施（大平支所、藤岡支所、西方支所） 

    地域の一人暮らし高齢者等を対象に、給食ボランティアや民生委員児童委員等の協

力を得て、弁当の調理と宅配を実施した。 

支 所 

区 分  
大平支所 藤岡支所 

西方支所 

自主部分 受託部分 

実施回数  １２回  ２２回   ２４３回   ２４３回 

年間実利用人数  ３９人  ４４人    ６６人    １５人 

年間延べ配食数 ３８６食 ８１８食 ２，８４６食 １，６１９食 

５）高齢者会食会の開催（藤岡支所） 

   藤岡地域の給食サービス利用者を対象に、利用者同士、給食ボランティアとの交流

を目的とした会食会を開催した。 

   開催日  平成２８年９月１５日（木） 

   内 容  藤岡公民館大広間にて会食及びコーラス・レクリエーション 

   参加者  ２５人（高齢者１４人、給食ボランティア７人、職員４人） 

 ６）いってみんべ～一人暮らし高齢者等交流事業～の実施（岩舟支所） 

    普段一人で食事をすることが多い６５歳以上の一人暮らし高齢者と各種障害者手帳

をお持ちの方を対象に、ふれあいや仲間作り、健康増進の場を提供し、地域における

福祉コミュニティづくりを推進することを目的として交流事業を開催した。 

開催日 内 容 参加人数 

平成２８年 ６月２９日（水） 会食、健康体操、歯科医爆笑歌謡ショー、マジックショー等 ３９人 

平成２８年１１月 １日（火） 外出（行き先：水沢観世音、伊香保方面） ２４人 

平成２９年 ３月 １日（水） 会食、健康体操、マジックショー、コーラス等 ３３人 

７）生きがい活動支援通所事業の実施（岩舟支所）※受託 

    在宅の一人暮らし高齢者及び家に閉じこもりがちな高齢者に対し、高齢者の生きが

いづくりや社会的孤立感の解消、心身機能の維持向上など、介護予防につなげること

を目的に、生きがい活動支援通所事業（小野寺ふれあい事業）を実施した。 

    実施回数       １３８回 

    実利用人数       ２４人 

    延べ利用人数   １，３４４人 

８）通所型介護予防送迎事業の実施（西方支所、岩舟支所）※受託 

    西方地域及び岩舟地域において実施している通所型介護予防事業の利用促進を図る

ことを目的に、参加者の送迎を実施した。 

        区 分 

事業名 
運行日数 延べ利用人数 

西方 
いきいき元気倶楽部 ２４日 ２１１人 

ゆうゆうヘルシー教室 １０日 １９人 

岩舟 ゆうゆうヘルシー教室 １０日 ４１人 
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９）西方ふれあいプラザ及び西方さくらホーム利用者送迎事業の実施（西方支所）※受託 

    西方ふれあいプラザ及び西方さくらホームの利用促進を図るため、利用者をマイク

ロバスで送迎した。 

    運行日     月曜日から土曜日（祝日、年末年始除く） 

    運行日数      ２９２日 

    延べ利用人数  ４，８３１人（往復） 

10）安心バッグ配布事業の実施（地域支援課） 

単身世帯で６５歳以上の方、６５歳以上の高齢者世帯を対象として、安心バッグを

交付した。 

 栃木地域 大平地域 藤岡地域 都賀地域 西方地域 岩舟地域 計 

交付枚数 ３４６ １８３ ６６ ７５ ２１ １２４ ８１５ 

11）おふとん丸ごと水洗いサービス事業の実施（岩舟支所） 

    岩舟地域の寝具の衛生管理が困難な者に対し、清潔で快適な生活を維持することを

目的に事業を実施した。 

利用者  ５１人（７０歳以上の高齢者のみ世帯の方１６人、未就学児３５人） 

12）交通安全教室出前講座開催（都賀支所） 

    高齢者の交通事故が多発しているため、交通安全への意識向上を図ることを目的に、

交通安全教室を開催した。 

    依頼件数  ５件 

    参加者  ５２人 

  13）口腔衛生指導の実施（都賀支所） 

年齢や口腔にあった歯ブラシの選び方、虫歯や歯周病予防などについて、ボランテ

ィア登録している歯科衛生士を派遣し、出前講座を行った。 

    依頼件数  １件  

    参加者  ２５人 

14）高齢者向け体力測定の実施（都賀支所） 

    自分自身の体力年齢を知りたい、健康を維持するために参考にしたいという高齢者

に対し、体力測定を実施した。 

    開催日  平成２８年１０月２５日（火） 

    場 所  都賀体育センター 

    参加者  ６人 

15）アロマキャンドル作りの開催（都賀支所） 

    アロマの香りでストレス解消したい、災害等に備えておきたいという高齢者に対し、 

アロマキャンドル作りを開催した。 

    開催日  平成２８年１２月９日（金） 

    場 所  都賀支所 

    参加者  １４人 
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  16）在宅介護支援事業の実施（大平支所） 

    介護者のリフレッシュや当事者同士の交流を図ることを目的に、楽しく体を動かす

機会と意見交換の場を提供した。 

    開催日  平成２８年１１月２９日（火） 

    場 所  笑いヨガ、意見交換を兼ねた昼食会 

    参加者  １９人（介護者家族の会、在宅で介護を行っている方） 

17）介護予防ストレッチ教室の開催（都賀支所） 

高齢者の生活の助長、身体機能の維持向上を図ることを目的に、気軽に無理なく参

加できるストレッチ教室を開催した。 

    開催日  平成２８年９月６日～１０月１１日（全６回火曜日） 

    場 所  都賀南部コミュニティーセンター 

    参加者  延７８人 

18）認知症サポーター養成講座の開催（大平支所） 

    認知症を疾患として正しく理解し、地域で自分たちができることを考えるきっかけ

作りを目的に、認知症サポーター養成講座を開催した。 

    開催日  平成２９年２月１４日（火） 

    場 所  ふるさとふれあい館 

    参加者  ５７人（シニアクラブ大平支部 女性部） 

 19）家族介護者教室の開催（岩舟支所） 

施設における介護から地域で支援する介護へと変化していることを理解しながら、

介護の早期対応や進行の予防につなげること、また、家族が住み慣れた地域で安心し

て暮らせることを目指して介護者教室を開催した。 

  開催日  平成２９年２月１９日（日） 

    場 所  特別養護老人ホーム清松園 

参加者  ６人 

 20）男の料理教室（藤岡支所） 

一人暮らしや妻の介護などで料理をつくることになった高齢の男性を対象に、退職

後の社会参加のきっかけづくりや地域で安心して暮らせる仲間づくりを目的として、

料理教室を開催した。 

    開催日  平成２８年５月１６日～平成２９年１月１６日（全６回） 

    場 所  藤岡保健福祉センター 

    参加者  延６８人 

21）とちぎ蔵の街シニアクラブ連合会事務の実施（総務課）※受託 

    市内のシニアクラブ支部同士の円滑な運営と事業の推進を図るため、職員がとちぎ

蔵の街シニアクラブ連合会の事務局業務に従事した。 

ウ 障がい者支援 

１）障がい者等移送サービス事業の実施（地域支援課） 
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    公共交通機関の利用が困難な方を対象に、車イスやストレッチャーの使用等による

市外の医療機関への通院、入院等における移送サービスを実施した。 

実利用人数    ６３人 

運行日数    ２１４日 

利用回数    ８１２回 

  ２）車イス貸出事業の実施（地域支援課、各支所） 

   車イスを必要とする方の屋内外移動の負担軽減を目的として、車イスの貸し出しを

行った。 

貸出延べ件数  ２５８件 

  ３）介護ベッド貸出事業の実施（西方支所） 

    ベッドを使用しなければ、円滑な日常生活に支障が生じる西方地域の方を対象に、

介護用ベッドの貸し出しを実施した。 

貸出延べ件数  １件 

４）車いす移送車貸出事業の実施（地域支援課、大平支所、都賀支所、西方支所） 

   車いすを利用する高齢者や身体障がい児者の外出時の負担軽減を目的に、車いすの

まま乗降できる車両の貸し出しを行った。（燃料費のみ実費負担） 

 貸出回数 貸出日数 年間実利用者数 

本  所 
１１４回 

（通院・通所７１回、他４３回） 
１９１日 ２６人（高齢者２４人、身障者２人） 

大平支所 ６９回（通院等） ８３日 ２８人（高齢者２６人、身障者２人） 

都賀支所 ８回（通院・通所） １４日 ７人（高齢者） 

西方支所 ３７回（通院・通所） ５３日 ９人（高齢者８人、身障者１人） 

５）点字本宅配サービス事業の実施（地域支援課） 

   視力障がい者の情報収集に資するため、点字ボランティアの協力を得て、点字本の

宅配サービスを実施した。 

    貸出回数  ６回、 貸出冊数  ３６冊 

６）岩舟地域理容サービス事業の実施（岩舟支所） 

    在宅の要介護高齢者及び重度の身体障がい者等を対象とした理美容師の出張理美容

サービスにおいて、高齢者等の福祉の増進に寄与することを目的に、その料金の一部

について助成を行った。 

実利用人数   １５人 

利用件数    ７４件 

７）心身障がい児・者日帰り研修事業の実施（岩舟支所） 

日頃、家にこもりがちな心身障がい児者を対象に、参加者同士の交流や心身のリフ

レッシュを図るとともに、明日への活力を養うことを目的に、日帰り研修事業を実施

した。 

    実施日  平成２８年６月４日（土） 

    場 所  東京ディズニーランド 
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    参加者  ３１人（本人１３人、家族等１８人） 

  ８）余暇活動支援事業の実施（岩舟支所） 

    日頃、家にこもりがちな心身障がい児者を対象に親睦を深め、地域の居場所や仲間

づくりの場を設け、心身のリフレッシュを図るとともに明日への活力を養うことを目

的として事業を実施した。 

開催日 内 容 参加人数 

平成２８年５月１４日（土） いちご狩り・レクリエーション ２５人 

平成２８年７月１６日（土） カラオケ大会 ３０人 

平成２８年１２月２５日（日） クリスマス会 １２人 

平成２９年 ３月２５日（土） お出かけ（向井千秋記念子ども科学館等） ２４人 

  エ 生活困窮者に対する支援 

１）生活困窮者自立支援事業の実施（生活支援課）※受託 

    生活困窮者が困窮状態から早期に脱却することを支援するため、個々の状態に応じた

包括的な相談支援を行うことにより、支援対象者が社会的・経済的に自立することを目

的として実施した。 

○自立相談支援事業（必須事業） 

相談件数   １，０７２件 

新規受付人数   １４３人 

プラン作成人数   ４６人 

相談内容   自立相談支援、家計相談、学習支援、一時生活支援、住宅確保給付金 

○学習支援事業の実施（任意事業） 

  生活困窮等の理由から学習環境に課題のある世帯の中学生を対象に、進学のための

学習や学校授業の補習、進路相談などを実施した。 

    〔短期集中型学習サポート塾〕 

 実施期間 平成２８年８月８日（月）～１３日（土）（６日間） 

     実施時間 午前の部：１０時～１２時 午後の部：１３時～１６時  

実施場所 栃木保健福祉センター、ふるさとふれあい館、西方公民館 

 参加者数 栃木：登録者１８人、延参加者 ７９人 

      大平：登録者１７人、延参加者 ８４人 

         西方：登録者 ７人、延参加者 ３４人 

          計 : 登録者４２人、延参加者１９７人 

〔習熟度別学習サポート塾〕 

    実施期間 平成２８年８月２０日（土）～平成２９年３月４日（土） 

毎週土曜日（２５日間） 

     実施時間 午前の部：１０時～１２時 午後の部：１３時～１６時  

実施場所 栃木保健福祉センター 

 参加者数 １・２年生：登録者３１人、延参加者１６５人 

        ３年生：登録者２６人、延参加者５６０人 
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○家計相談支援事業の実施（任意事業） 

  家計に課題を抱える生活困窮者からの相談に応じ家計状況を明らかにした上で、生

活再生に向けた意欲を引き出し、家計の視点から必要な情報提供や専門的助言・指導

等を行うことにより家計を管理する力を高めさせ、早期に生活を再生させることを目

的に実施した。 

  プラン作成人数 １７人 

○事業啓発講演会の実施 

    地域課題の共有及び担い手の育成を図ることを目的に、民児協等の団体に対して職

員が講師となり、生活困窮者自立支援事業啓発のための講演会を開催した。 

    開催回数  ３回 

  ２）緊急一時支援事業の実施（生活支援課、都賀支所） 

    貸付相談者等で一時的な困窮状態であり、生命の維持及び自立に向かうために食糧支

援が必要な方に対し、米や缶詰、水等の食糧を支給した。 

    支援件数  １８６世帯  ２８６人    

    支援物品  米、缶詰、水、乾麺、レトルト食品、乾パン、アルファ米等 

また、各家庭等に眠っている食品を本所で５５件（個人４０件、団体等１５件）受

け入れ、緊急一時支援事業に活用した。 

３）生活福祉資金の貸し付け（生活支援課、各支所）※受託 

   栃木県社会福祉協議会が低所得者、障がい者、高齢者に対して各種資金を貸し付け

る生活福祉資金の窓口として、民生委員児童委員と連携し、貸付申請に必要な支援等

を行った。 

（平成２８年度 新規契約貸付内容）                 

資金の種類 件数 金 額 

福祉資金（福祉費） ０件 ０円 

福祉資金（緊急小口資金） １件 １００，０００円 

教育支援資金（就学支度費） ０件 ０円 

教育支援資金（教育支援費） ０件 ０円 

４）社会福祉金庫の貸し付け（生活支援課、各支所） 

   生活保護が開始されるまでの間の生計の維持が困難な世帯、生活保護世帯で緊急的

かつ一時的に生計の維持が困難になった世帯に対して、緊急な生活一時金の貸し付け

を行い、生活安定の支援を図った。 

   平成２８年度貸付       ６３件     １，４９２，０００円 

    平成２８年度償還金     ２２２件     １，６６５，０７０円 

     （償還金内訳） 

過年度貸付分     １３３件       ４５３，０７０円 

       平成２８年度貸付分   ８９件     １，２１２，０００円 

５）高額療養費の貸し付け（生活支援課、各支所） 

   高額療養費を貸し付けることにより、療養者世帯の生活安定の助長を図った。 

    平成２８年度貸付       ３６件     ７，５６１，０００円 
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    平成２８年度償還金      ４１件     ７，２９３，０００円 

     （償還金内訳） 

過年度貸付分      ２０件     ３，２１１，０００円 

平成２８年度貸付分   ２１件     ４，０８２，０００円 

② 災害時支援体制の強化 

ア 栃木市災害ボランティアセンター立ち上げ訓練（地域支援課） 

災害ボランティアに関する知識と実習技術を習得するとともに、連携と協働による

地域の防災力向上を担う人材の育成、自然災害時等に災害ボランティアセンター運営

スタッフとして活躍できる人材を養成することを目的に開催した。 

      開催日  平成２８年６月１７日（金） 

場 所  栃木保健福祉センター 

参加者  ２５人 

  イ 栃木市災害ボランティア支援委員会（地域支援課） 

災害時に被災者支援、被災地復旧・復興を迅速かつ効果的に行うため、栃木市災害

ボランティア支援委員会を開催した。 

開催日  平成２９年３月１６日（木） 

場 所  栃木保健福祉センター 

参加者  １０人 

ウ 災害ボランティア活動者への保険料助成（地域支援課、各支所） 

    災害ボランティア活動者を支援することを目的に、ボランティア保険料の助成を行

った。 

助成対象者  ９２人（１人４３０円） 

  エ 東日本大震災義援金の受付（総務課、各支所） 

    栃木市と連携して市民の方々からの義援金の受付を行った。 

      平成２８年度義援金受付額 １１，４９７円 

（受付累計額 ７，８７５，７０７円） 

オ 熊本地震義援金の受付（総務課、各支所） 

    栃木市と連携して市民の方々からの義援金の受付を行った。 

      平成２８年度義援金受付額 ５５１，７６４円 

（受付累計額 ５５１，７６４円） 

カ 防災訓練の協力支援（藤岡支所） 

市民の防災意識の高揚及び関係機関相互の連携強化、災害応急対策の迅速化を図る

ために実施された栃木市総合防災訓練に参加協力した。 

開催日  平成２８年１１月２７日（日） 

場 所  藤岡渡良瀬運動公園軟式野球場 

内 容  災害ボランティア活動内容の掲示、保存食の説明及びアルファ米 

２００食配布 
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③ 権利擁護等事業の推進 

ア 日常生活自立支援事業（あすてらすとちぎ）の実施（生活支援課）※受託 

市内の認知症高齢者、知的障がい者等、判断能力が十分でない方や日常生活に不安

を感じている方の生活をサポートするため、専門員２人、生活支援員１９人を配置し、

各種の相談に応じるとともに、福祉サービス利用援助や金銭管理サービス等の支援サ

ービスを実施した。 

    相談件数     １，４７７件 

    訪問調査回数     ３０７回 

    支援回数       ９９４回 

    年間実利用人数     ８５人 

（内訳）高齢者43人、精神障がい者14人、知的障がい者22人、身体障がい者6人 

  イ 権利擁護・成年後見支援センター事業の実施（生活支援課）※受託  

   ・成年後見制度に関する相談及び利用支援 

    認知症の高齢者や障がい等で、判断能力が十分でない方の権利を擁護するとともに

成年後見制度の利用促進を図ることで、誰もが住み慣れた地域で自分らしく安心して

暮らすことを目的に相談窓口を設置し、相談、助言、情報提供を行った。 

    新規受付人数      ８４人 

    相談延件数      １６５件 

（相談内訳） 

相談事項 件数 相談事項 件数 相談事項 件数 

法定後見関係 ９５件 任意後見関係 ４件 法人後見関係 ２１件 

サポートセンター関係 ８件 福祉サービス手続き等 ２件 金銭管理関係 ０件 

相続 ４件 その他 ３１件   
 

ウ 成年後見制度に関する広報及び啓発 

  １）成年後見制度・市民後見人啓発事業 

成年後見制度及び市民後見人について、事例をもとにした講談やシンポジウムから

市民の方に楽しく学んでいただくことを目的に、事業を実施した。 

     開催日  平成２９年２月１２日（日） 

     場 所  栃木市都賀文化会館 

     内 容  第Ⅰ部 成年後見談話 二話 

  第一話「認知症の老姉妹食い物に」 

  第二話「ナオト君だって一人の人間なんだよ」 

～親亡き後を心配して～ 

講談師：神田 織音 氏 

第Ⅱ部 シンポジウム 

「今後の成年後見制度の方向性と市民後見人への期待」 

コーディネーター  社会福祉士事務所にじみる   髙田 美保 氏 

シンポジスト    栃木県弁護士会           小倉 崇徳 氏 
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           成年後見センター・リーガルサポートとちぎ支部 

             小板橋 薫 氏 

                      栃木県社会福祉士会・権利擁護センターぱあとなあとちぎ      

小林恵美子 氏 

     参加者  ２１０人 

   ２）出前講座の開催 

    成年後見制度の普及啓発を図るため、地域住民や関係機関に出前講座を実施した。 

開催日 内 容 依頼団体等 参加人数 

平成２８年 ４月２１日（木） 成年後見制度について 市シルバー人材センター互助会 ５０人 

平成２８年 ４月２９日（金） 成年後見制度について ゆーあい工房保護者会 ４０人 

平成２８年 ５月２０日（金） 成年後見制度について 藤岡地区民生委員児童委員協議会 ４２人 

平成２８年 ７月 ７日（木） 成年後見制度について すぎのこ会 ３０人 

平成２８年 ７月１５日（金） 成年後見制度について 本会地域支援課在宅福祉係 １５人 

平成２８年 ７月２１日（木） 
コンプライアンス研修 

成年後見制度について 
栃木信用金庫リスク管理部 ５０人 

平成２８年 ８月 １日（月） 成年後見制度について 大宮公民館さわやかレディース学級 ４０人 

平成２８年 ８月２３日（火） 
成年後見サポートセンターの役

割について 
市障がい福祉係相談支援事業所 ３０人 

平成２８年１０月２０日（木） 法人後見について 本会相談業務に関わる勉強会 １５人 

平成２９年 １月１９日（木） 成年後見制度について 栃木南ロータリークラブ ３４人 
 

エ 法人後見事業の実施（生活支援課） 

親族や専門職による後見人が得られにくい方に対し、家庭裁判所の審判を経て、栃

木市社会福祉協議会が法人として成年後見人を受任した。 

新規受任件数 １件 

終了件数   ０件 

累計件数   １件（後見類型１件（内 高齢者１件）、保佐類型０件、補助類型０件） 

  １）法人後見運営委員会の設置、開催 

法人後見業務の実施にあたり、受任の適否の判断、後見業務の指導を行い、適正な

後見業務を行うため、学識経験者、行政から委員を推薦し、法人後見運営委員会を設

置、年２回開催した。 

２）法人後見ケース検討会議の開催 

法人後見業務の実施にあたり、受任の適否、後見業務の検討を行い、適正な後見業

務を行うため、学識経験者、地域包括支援センター、障がい児者相談支援センター、

あすてらす・とちぎ等の関係機関の担当者とケース検討会議を年５回開催した。 

 

３ 介護保険事業 

（１）実施事業 

① 居宅介護支援事業の実施（地域支援課、大平支所、藤岡支所、西方支所） 

  介護保険法に基づく居宅介護支援及び介護予防支援業務（ケアプラン作成等）を、４

事業所で実施した。 
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    事業所 

区 分 
スマイルケアいずみ 大平ケアプランセンター 藤岡ケアプランセンター 西方居宅介護支援事業所 合 計 

実利用人数    １８９人 １６０人 １４６人  ７９人 ５７４人 

延べ作成件数   １，７２４件 １，７３２件 １，７７０件  ６５２件 ５，８７８件 

月平均作成件数    １４４件 １５６件 １４７件   ５４件 ５０１件 

  また、平成２８年度より介護保険認定調査業務の受託を行い、収入増に努めるともに、

要介護認定の仕組みの理解やアセスメント能力の向上を図った。（認定調査件数４８件） 

② 訪問介護（ホームヘルプサービス）事業の実施（地域支援課、大平支所、藤岡支所、西方支所） 

ア 訪問介護 

   介護保険法に基づいて、要介護状態の方の居宅における入浴、排泄、食事介助等の

身体介護、調理、洗濯、買物等の生活援助を行う訪問介護事業を、４事業所で実施し

た。 

      事業所 

区 分 
社協ヘルパーとちぎ 大平ヘルパーステーション 藤岡ヘルパーステーション 西方ヘルパーステーション 合 計 

実利用者人数 ７７人 ４３人 ３２人 ２３人 １７５人 

身体介護 
派遣回数 １，３０７回 ２，０１４回 ３，８１０回 ２，１３１回 ９，２６２回 

派遣時間 ８９０．１ｈ １，３６５．５ｈ ２，２３８．７ｈ １，１５４．３ｈ ５６４８．６ｈ 

生活援助 
派遣回数 ６，８７８回 ７，７２０回 ３，１８９回 ２，１７０回 １９，９５７回 

派遣時間 ６，９２９．２ｈ ７，５６４．５ｈ ３，２８３．０５ｈ １，８８５．３ｈ １９，６６２，０５ｈ 

身体・生活 
派遣回数 １，１２５回 ３，８２６回 ４０１回 ２３５回 ５，８８７回 

派遣時間 １，５８０．１ｈ ４，５８３．８ｈ ６９４．３５ｈ ２３８．５ｈ ７，０９６.７５ｈ 

イ 介護予防訪問介護 

    介護保険法に基づいて、要支援状態の方の居宅における介護予防を目的に、入浴、

排泄、食事等の介護、その他日常生活上の支援を行う介護予防訪問介護事業を、４事

業所で実施した。 

    事業所 

区 分 
社協ヘルパーとちぎ 大平ヘルパーステーション 藤岡ヘルパーステーション 西方ヘルパーステーション 合 計 

実利用人数 ４５人 １５人 ６人 ３人 ６９人 

派遣回数 ２，５２８回 １，１４２回 ４５１回 １５９回 ４，２８０回 

派遣時間 ２，７０５．３ｈ １，２７０．２５ｈ ３２６．０５ｈ １５９ｈ ４，４６０.６ｈ 

③ 訪問入浴介護事業の実施（地域支援課） 

  介護保険法に基づいて、要介護状態の方の居室内で入浴サービスを行う訪問入浴介護

事業を、１事業所（栃木市社協訪問入浴）で実施した。 

営業日   月曜日から金曜日 

年間実利用人数   １３人 

営業日数     ２６０日 

年間延べ利用人数 ４９５人（全身浴４７９人、部分浴１６人） 

④ 通所介護事業の実施（地域支援課、大平支所、西方支所） 

   介護保険法に基づいて、入浴サービスや食事の提供、日常動作訓練、その他必要な介

助等を行う通所介護事業を３事業所、地域密着型通所介護事業を１事業所、介護予防通

所介護事業を４事業所で実施した。 
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事業所 

 区 分 

すこやか 

デイホーム 

デイサービス 

福寿園 

大 平 高 齢 者 

デイサービスセンターまゆみ 

デイサービス 

真名子 

実 施 事 業 
地域密着型通所介護 

介護予防通所介護 
通所介護 

介護予防通所介護 
通所介護 

介護予防通所介護 
通所介護 

介護予防通所介護 

営 業 日 
月～土 

（１月１日～３日除く） 

月～土 

（１月１日～３日除く） 

月～土 

（祝日・１２月２９日～１月３日除く） 

日～土 

（１２月３１日～１月３日除く） 

実 利 用 人 数   ２０人 ６１人    ８８人 ５４人 

営 業 日 数 ３１１日 ３１１日 ２９３日 ３６１日 

延べ利用人数 １，７２５人 ６，１６４人 ８，５７４人 ５，２８９人 

１日平均利用者数 ５．５人 １９．８人 ２９．３人 １４．７人 

（２）介護保険事業強化に向けた取り組み（地域支援課、大平支所、藤岡支所、西方支所） 

本会の収入の多くを占める介護保険事業の健全な経営と信頼される事業所づくりを目指

し、平成２６年度に策定した栃木市社協介護保険事業強化計画の実施に努めた。 

また、第２次栃木市社協介護保険事業強化計画の策定については、平成２９年４月１日

付けで訪問介護事業所を４事業所から２事業所、居宅介護支援事業所を４事業所から３事

業所へ統廃合することが決定されたことや、平成３０年度には介護保険改定が予想される

ことから、事業所統廃合後の運営状況や介護保険改定の動向を踏まえて計画を策定するこ

ととし、平成２８年度中の策定から平成２９年度中の策定に変更した。 

 （計画に基づく介護保険事業全体の取り組み内容） 

 ① 管理者会議の開催 

   本会が目指す事業の方向性や現場で抱える課題の共有、話し合いの場として、事業所

管理者全体の会議を開催した。 

開 催 日 協議事項等 

平成２８年 ７月１１日（月） 

平成２７年度の実績について 

介護保険事業強化計画評価表（平成２７年度）の作成について 

第２次介護保険事業強化計画の策定について 

 ② 事業所連絡会の開催 

   居宅介護支援事業や訪問介護事業、通所介護事業の事業単位の連絡会を開催し、事業

所間の情報交換等を行った。 

ア 居宅介護支援事業所連絡会 

開 催 日 協議事項等 

平成２８年 ９月 ５日（月） 
第２次介護保険事業強化計画策定について 

各事業所内サービス事業所利用状況について 

イ 訪問介護事業所連絡会 

開 催 日 協議事項等 

平成２８年 ４月２０日（水） 平成２８年度研修計画（案）について 

平成２８年 ７月２０日（水） 第２次介護保険事業強化計画について 

平成２８年１２月 ８日（木） 

実地指導の報告について、平成２９年度予算について 

栃木市総合事業について 

訪問介護事業所サテライト事業について 

ウ 通所介護事業所連絡会 

開 催 日 協議事項等 

平成２８年 ８月２２日（月） 
第２次介護保険事業強化計画に掲げる課題、取り組み、総合事業への

取り組みの方向性について 

平成２８年１２月１３日（火） 
平成２９年度予算作成について 

平成２９年度通所介護事業の研修について 
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 ③ 災害（地震・風水害）対策計画の策定 

   各事業所が災害や悪天候時に柔軟かつ統一した対応ができるよう、平常時の対策や災

害発生時の対応方法をまとめた「社会福祉法人栃木市社会福祉協議会介護保険事業所災

害（地震・風水害）対策計画」を策定した。 

 ④ 介護保険事業職員研修会の開催 

   より良いサービスを提供し、事業所への信頼や価値を高めるため、介護保険事業職員

を対象とした研修会を開催した。 

開 催 日 研修内容 参加人数 

平成２８年 ５月２６日（木） 介護職員の基本と介護リーダーの役割 ２１人 

平成２８年 ６月１４日（火） 介護職員の生きがいとモチベーションの向上について １７人 

平成２８年 ７月 ５日（火） チームケアの理解 ２９人 

平成２８年 ８月 ３日（水） 介護職の接遇対応と職場内のコミュニケーション ２６人 

平成２８年 ９月 ９日（金） 認知症の知識とケア ３５人 

平成２８年１０月１９日（水） 高齢者に対する医学と看護の基礎知識 ４６人 

平成２８年１１月２４日（木） 入浴ケアと排泄ケア １６人 

平成２８年１２月２１日（水） 緊急時の対応 ２３人 

平成２９年 １月１１日（水） クレーム対応 ２８人 

平成２９年 ２月２３日（木） ターミナルケア ３３人 

 

（３）栃木市在宅介護サービス事業所連絡会の運営支援（地域支援課） 

  栃木市における介護保険事業等の活性化と福祉サービスの一層の充実を図るために設立

された栃木市在宅介護サービス事業所連絡会の事務局を担い、市内介護保険事業所の資質

向上を目的に、会員への連絡調整やメールを活用した情報発信、交流や研修会の企画等の

支援を行った。 
 

（４）栃木市介護保険事業所サロンの実施（地域支援課） 

  栃木市内の事業所間の連携と情報の共有化等を推進し、介護保険事業の活性化と在宅福

祉サービスの充実発展を目的にサロンを実施した。また、制度の解釈や今後の栃木市にお

ける介護事業の展開等について、柔軟に対応できるように行政機関等との連携を図る事も

目的として実施した。 

実施日：第３金曜日 午後１時３０分から午後３時 

   場 所：栃木保健福祉センター 

 開 催 日 交流学習会内容 参加人数 

第１回 平成２８年 ４月１５日（金） 平成２８年度介護保険事業所交流会について １１人 

第２回 平成２８年 ５月２０日（金） 総合支援事業サービス内容について １７人 

第３回 平成２８年 ６月１７日（金） 介護保険制度改正について １４人 

第４回 平成２８年 ７月１５日（金） 成年後見制度について １１人 

第５回 平成２８年 ８月１９日（金） 認知症について  ９人 

第６回 平成２８年 ９月１６日（金） 
加算の算定（算定要件の解釈、書類の整備等）

について 
１０人 

第７回 平成２８年１０月２１日（金） 総合事業について １６人 

第８回 平成２８年１１月１８日（金） 
介護と医療の連携（とちぎメディカルセンター

との連携等）について 
１２人 

第９回 平成２８年１２月１６日（金） 
栃木市支え合い活動推進条例・新たな時代に対

応した福祉の提供ビジョンについて 
１０人 
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第10回 平成２９年 １月２０日（金） 総合事業について １２人 

第11回 平成２９年 ２月１７日（金） 高齢者に対する詐欺について １０人 

第12回 平成２９年 ３月１７日（金） 介護保険制度の動向について １２人 

 

４ 障害者総合支援法等事業 

（１）障がい者居宅介護（ホームヘルプサービス）事業の実施 

（地域支援課、大平支所、藤岡支所、西方支所） 

  障害者総合支援法に基づいて、障がい者の居宅における入浴、排泄、食事介助等の身体

介護、調理、洗濯、買物等の家事援助、通院時の介護や視力障がい者の同行援護を行う障

がい者居宅介護事業を、４事業所で実施した。 

      事業所 

区 分 
社協ヘルパーとちぎ 大平 ヘル パー ステ ーシ ョン 藤岡 ヘル パー ステ ーシ ョン 西方 ヘル パー ステ ーシ ョン 合 計 

実利用人数 ３５人 １８人 ９人 ５人 ６７人 

身体介護 
派遣回数 ４１２回 ６８８回 ３０回 ２０８回 １，３３８回 

派遣時間 ４４９．５ｈ ５２２ｈ ４５ｈ ３２５ｈ １，３４１．５ｈ 

家事援助 
派遣回数 ２，５０９回 ２，８４９回 １，５６３回 ２４６回 ７，１６７回 

派遣時間 ２，５６４．２５ｈ ３０６８．７５ｈ １２１８．４２ｈ ２４６.０ｈ ７，０９７.４２ｈ 

通院介護 
派遣回数 ６１回 ７２回 － － １３３回 

派遣時間 １９４．５h ２０５ｈ － － ３９９．５ｈ 

同行援護 
派遣回数 １０６回 １１９回 ８回 － ２３３回 

派遣時間 １３４．５ｈ ２４０．５ｈ ４８ｈ － ４２３ｈ 

 

（２）障がい者等移動支援事業の実施（地域支援課、大平支所、藤岡支所、西方支所）※受託 

  屋外での移動が困難な障がい者等に対し、自立生活及び社会参加促進のため、ホームヘ

ルパーによる外出支援を実施した。 

     事業所 

区 分 
社協ヘルパーとちぎ 大平 ヘル パー ステ ーシ ョン 藤岡 ヘル パー ステ ーシ ョン 西方 ヘル パー ステ ーシ ョン 合 計 

実利用人数 ４人 － １人 － ５人 

派遣回数 ６回 － ７４回 － ８０回 

派遣時間 １１．５ｈ － ３８．５ｈ － ５０ｈ 

 

（３）就労継続支援Ｂ型事業の実施（都賀支所） 

  障害者総合支援法に基づいて、障がい者が自立した日常生活又は社会生活を営むことが

できるよう、知識及び能力の向上を図ることを目的に、就労の機会の提供や生産活動等を

行う就労継続支援Ｂ型事業を、１事業所（就労継続支援センターいちごの郷）で実施した。 

  年間実利用人数    １４人 

  営業日数      ２４３日 

延べ利用人数    ２，８８８人 

  １日平均利用人数   １１．９人 

生産活動の内容   折り紙の加工・梱包、古着リサイクル、農作業、小物品等 

        アクリルたわし、とち介キーホルダー、プラスチック組立 

主な行事      販売・ＰＲ・交流活動 
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大平福祉まつり、大平みなみ児童館まつり、ビレッジ収穫祭、

そば打ち体験、まるまるまるごとつがまつり、スポーツレクリ

ェーション 

療育訓練   東京方面 

宿泊訓練   仙台方面 

野外訓練   公共交通機関の利用、ボウリング大会 

お楽しみ会  お花見、七夕、クリスマス会、節分、雛祭り 

その他    交通安全教室、避難訓練２回 

 

（４）児童発達支援事業の実施（地域支援課） 

  児童福祉法に基づいて、日常生活における基本的動作や知識技能の習得、集団生活への

適応を図ることを目的に、障がいを持った未就学児童の心身の状況や環境に応じた指導、

訓練を行う児童発達支援事業を、１事業所（キッズホームとちぎ）で実施した。 

  年間実利用人数     １０６人 

  営業日数        ２５６日 

  年間延べ利用人数  ６，１６５人 

  １日平均利用人数   ２４．０人 

  主な行事       親子ふれあいタイム（遠足、りんご狩、歯科健診、もちつき、納涼祭） 

 

（５）相談支援事業（特定相談支援事業・障害児相談支援事業）の実施（在宅福祉課） 

  障害者総合支援法及び児童福祉法に基づいて、サービス等利用計画及び障害児支援利用

計画の作成等を、１事業所（相談支援事業所 社協とちぎ）で実施した。 

   特定相談支援事業 障害児相談支援事業 

実利用者数 ３２人 １４１人 

延べ作成件数 １００件 ３４９件 

 

（６）鹿沼市・壬生町訪問入浴事業の実施（地域支援課）※受託 

  鹿沼市及び壬生町における在宅の障がい者への支援を図るため、訪問入浴介護事業を実

施した。 

   実利用人数     ５人（鹿沼市  ２人、壬生町   ３人） 

   延べ利用人数  ２３５人（鹿沼市 ８６人、壬生町 １４９人） 

 

５ 指定管理事業 

(１) 老人福祉センターの管理運営（地域支援課） 

  地域の高齢者に明るく健康的な日々を過ごしていただけるよう、看護師等による相談や

各種講座の開催、レクリエーションの場の提供など、高齢者の健康増進や教養の向上を図

ることを目的に、指定管理者として３か所の老人福祉センターを管理運営した。 
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（利用状況） 
施 設 

 区 分 長 寿 園     泉 寿 園     福 寿 園     

開園日数 ２９３日 ２９７日 ２９５日 

延べ利用人数 ４９，６０３人 ２９，７１１人 ２１，２８７人 

（延べ利用人数の内訳） 
施 設 

 区 分 長 寿 園     泉 寿 園     福 寿 園     

当日券利用６０歳以上 １１，６６４人 ６，５６２人 ４，２３８人 

一   般 ３３７人 ２８８人 １５０人 

市外居住者 ２５１人 ３４７人 ２０人 

回数券利用６０歳以上 ２５，９９９人 １６，２９５人 ８，１６５人 

一   般 １４６人 １１９人 １０人 

市外居住者 １８０人 ２６１人 １人 

減   免   者 ２，９８９人 １，２２３人 ５，９０４人 

障 が い 者 等 ５，４９４人 ３,４８５人 １，９５９人 

小 学 生 以 下        １２９人 ３０１人 １５２人 

団      体 １２，６８３人 ８３０人 ５３０人 
無料開放日利用者 
（県民の日、敬老の日） 

３６９人 １７２人 １５８人 

（健康相談事業等） 

 利用者の健康や介護に関する不安の軽減、健康増進を目的に、看護師、介護支援専門員

による健康相談や介護相談、マッサージ師によるマッサージを実施した。 
施 設 

 区 分 長 寿 園     泉 寿 園     福 寿 園     

マ ッ サ ー ジ 
実施日数 １１日 １１日 ― 日 

延べ利用人数 ６１人 ８５人 ― 人 

健 康 ・ 介 護 相 談 
実施日数 ９日 ３６日 ４２日 

延べ利用人数 ３７人 １０３人 ３２８人 

 

（２）児童館の管理運営（地域支援課） 

  児童に健全な遊びの場を提供し、健康増進や情操豊かな心を育むことを目的に、各種事

業の計画的な実施や利用促進のためのＰＲ活動に努めるなど、指定管理者として２か所の

児童館を管理運営した。 

（利用状況） 

区   分 いまいずみ児童館 そ の べ 児 童 館 

開館日数 ２９５日 ２９８日 

 幼 児 ５,０５２人 ５，５７３人 

 小学生（１年生～３年生） １,３８６人 １，２８５人 

 小学生（４年生～６年生） ８１５人 １，６８４人 

 中学生以上 ３４６人 ５００人 

 大 人（保護者） ４,４１５人 ４，９９２人 

団 体 
 子ども １４０人 ０人 

 大 人 １５６人 ０人 

合      計 １２，３１０人       １４，０３４人 

（主な事業内容） 

い ま い ず み 児 童 館 そ の べ 児 童 館 

事   業   名 参加人数 事   業   名 参加人数 

ママといっしょ（６０回） １,８０５人  ぺたぺた記念日(２５回) ２，５１９人 

スマイル・スマイル（３回） １４５人 ぷちぷちひろば（１０回） ２８０人 
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リトミックワールド（６回） １９６人  のびのびひろば（１０回） ３５４人 

にこにこたいむ（３回） １５７人 ０歳 親子ビクス（５回） ２２８人 

わくわくたいむ（８回） １５２人  親子ビクス[1歳以上]（６回） ２４０人 

おたんじょうび会（６回） ２０２人  野外活動 いちご狩り ２７人 

ミニ☆ミニなつまつり １５３人  夏まつり ２０７人 

児童館まつり １７９人  西部生きがいセンター祭り ９９人 

 ひな人形・こいのぼり作り ９０人 小さな運動会とバルーン遊び ３８人 

 ２館合同事業観劇会 

（いまいずみ児童館受付） 
８３人 

 ２館合同事業観劇会 

（そのべ児童館受付） 
１８２人 

 その他の事業 １２３人  その他の事業 １９５人 

合    計 ３,２８５人 合    計 ４，３６９人 

（３）地域活動支援センターの管理運営（藤岡支所、都賀支所） 

 障がい者に対する創作的活動や生産的活動の機会の提供、日常生活に必要な社会性の訓

練、社会との交流促進事業など、障がい者の自立した生活を支援することを目的に、指定

管理者として２か所の地域活動支援センターを管理運営した。 

 藤岡地域活動支援センター 都賀地域活動支援センター 
実利用人数 ９人 ５人 
開館日数 ２４５日 ２４４日 
延べ利用人数 １，２８３人 ７５８人 
１日平均 ５．２人 ３．１人 

主な行事等 

野外研修（お花見、さいたま水族館、いちご

狩り）、クリスマス会、新年会、誕生会、機

能訓練(３回)、施設交流（ボウリング大会）、

防災訓練（火災、地震）、日帰り研修会(ペッ

トボトルリサイクル工場)、藤岡ふくしまつ

りへの参加、買い物訓練（ハーベスト・佐野

イオン２回）、障害者スポーツ教室への参加、

節分豆まき、ハーフマラソン大会（谷中湖）、

調理実習（２回）、カラオケ大会、歯磨き講

習会 

療育訓練(東京方面)、スポーツレクレーショ

ン、野外訓練(公共交通機関の利用、ボウリ

ング大会)、宿泊訓練（仙台方面)、調理実習

（年４回)、クリスマス会、避難訓練(２回)、

お花見、七夕、節分豆まき、雛祭り、クリー

ン活動（２回）、交通安全教室、ＰＲ．交流

活動(大平福祉まつり、ビレッジ祭、まるま

るまるごとつがまつり、そば打ち体験) 

 

（４）大平地域福祉センター（ふるさとふれあい館）管理運営（大平支所） 

指定管理者として建物の管理、部屋の貸し出しを行った。 

  利用団体         ７６団体 

利用回数      １，９３０回 

延べ利用人数   １７，２２４人 

  また、指定管理者自主事業として「新春 親子茶道体験」を開催した。 

  開催日  平成２９年１月５日（木） 

  場 所  ふるさとふれあい館  

  参加者  １７人（大人６人、子ども１１人） 

 

（５）大平高齢者デイサービスセンターまゆみ管理運営（大平支所） 

  指定管理者として建物の管理を行った。 
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（６）西方ふれあいプラザの管理運営（西方支所） 

  西方地域における概ね６０歳以上の元気高齢者に対し、カラオケなどの趣味活動やレク

リエーション、野外事業の実施や入浴の提供など、高齢者の介護予防を図ることを目的に、

指定管理者として施設を管理運営した。 

  開設日       月曜日から土曜日（祝日、年末年始除く） 

  開設日数        ２９２日 

  年間実利用人数      ４５人 

  年間延べ利用人数  ２，８１６人 

  年間延べ足湯人数  １，５７１人 

 

６ 共同募金への協力 

 自治会、民生委員児童委員、女性会等の協力を得て、次のような実績を上げた。 

（１）赤い羽根共同募金（総務課、各支所） 

  目標額  １６，３８０，０００円 

  実績額  １８，１４９，７４９円 

（募金内訳）                               

地域 

区分 
栃木地域 大平地域 藤岡地域 都賀地域 西方地域 岩舟地域 合 計 

自治会 5,948,716円 2,602,900円 1,367,100円 1,026,600円 497,850円 1,495,772円 12,938,938円 

法人募金 953,418円 663,000円 545,500円 434,500円 197,000円 1,025,703円 3,819,121円 

学 校 321,894円 156,068円 65,430円 50,778円 9,658円 56,990円 660,818円 

その他 448,654円 16,192円 19,731円 15,368円 19,905円 211,022円 730,872円 

合 計 7,672,682円 3,438,160円 1,997,761円 1,527,246円 724,413円 2,789,487円 18,149,749円 

 

（２）歳末たすけあい募金（総務課） 

① 募金内訳 

内  訳 金  額 

前年度までの剰余金 １，３３８，３５７円 

② 配分事業内訳 

配   分   先 件  数 金  額 

栃木地域（本所実施分） 

  緊急一時支援事業 １９件 １５４，０８３円 

次年度剰余金 １，１８４，２７４円 
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